
（別紙３）

～ R8年　9月　11日

（対象者数） 24 （回答者数）
21

～ R8年　9月　11日

（対象者数） 9 （回答者数）
9

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

各媒体から情報収集をしこどもの分析を細分化し、より見

合った活動作りをする。

2

長期休みを有効活用し、未体験、未経験な活動を話し合い、

取り入れて実践している。

3

研修内容に偏りがないように、担当者同士での確認や課題に

沿った研修を行っていく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

時間に余裕がある日や長期休み等を視野に入れて交流の場を

設けていく。

2

開催するために必要なノウハウを身に着ける。

3

○事業所名 初生こどもの家　てんし・第２てんし

○保護者評価実施期間
R8年　9月　7日

○保護者評価有効回答数

R8年　9月　7日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
R8年　9月　29日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

地域交流や他事業所との交流の場が少ない 下校時間の幅や学年差が大きく、時間の確保が難しい。

保護者会の開催 日時の設定や職員の勤務形態による職員数の確保が難しい。

個々に応じた活動内容 活動間前後の打ち合わせにおいて課題や目的のすり合わせを

し、職員同士の認識の違いをなくしている。子どもを尊重した

活動内容を考えている。

自立を目指すためのカリキュラム作り 生活の一部として必要不可欠と思われる、買い物やお金の管

理、掃除や調理などを取り入れ興味や意識づけをしている。

職員の意識改革

スキルアップのための研修

研修のスケジュール化をし、内容の充実化を図るためのグルー

プワークや実戦形式の研修を行っている。

事業所における自己評価総括表公表


